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思われますか。以上 2 つの点を質問したいと思います。 
 




















ボランティアの方が AFESIP で働いています。1 人はセラピーを提供していただいておりま





































































































































ソマリー そうですね。被害者に対しどう思っているかと聞きますと、中には 10 歳でも本当にトラウマ 




























報報告（1）                                     

















































2003 年 11 月に、日本人によって性的搾取されたこのピンクの女の子のケースを少しお話し
したいと思います。この日本人加害者は現行犯でドイツ人と一緒に女の子を性的搾取した罪






















子達 83 人を救出し、そして 6人が逮捕されるという、大きな成果といってもいいくらいのこ
とが行われました。それにも関わらず、次の日にその 6 人が理由もなく釈放されて、その後



















































































































































































を処罰するということで強化されています。児童ポルノの罰則については 3年 300 万というも











ての検挙件数で見ますと、2005 年に 2000 件を超えてからですね、2006 年に史上最高の 2229
件という検挙件数をカウントしております。被害の児童数というのは、子ども買春を含めます





















































































































報報告（3）                                     




















ということで、ユニセフから先程も紹介がありました、国際 ECPAT 子どもの権利条約の NGO グ
ループと協力をして 2001 年の 12 月に横浜会議が開催されました。この会議には、世界 136 カ























ていく、こういうような形でこの CSEC の継続性というのが保たれていると思います。 
第二に、パートナーシップということですけれども、この CSEC というのは国連での会議と
は違って、先程のような NGO も含むパートナーシップを組んで開催されています。これが 1つ
の特徴だと思います。人権の保護促進という分野では、やはり特に市民社会との協力、官民の
協力が大切ですけれども、そういう意味でこのパートナーシップというのは国際社会から高く







3000 人の参加があったと申し上げましたけれども、この国内外の NGO の主催で 106 のワークシ
ョップが開催されて 38 団体が展示を行ったということになります。更に、この世界会議の特
徴ですけれども、35 カ国と地域から若い世代の代表ということで 93 名の児童や若者達が子ど
も若者プログラムに参加して、Young People’s Declaration がこの会議の初日に正式な成果
文書として発表されています。最終日には児童買春、児童ポルノ及び性的搾取目的の児童のト
ラフィキング等の根絶に向けた国際社会の促進を呼びかけるための宣言として横浜グローバ
ルコミットメント 2001 が採択され、その後各国あるいは国際機関、NGO がこの問題に取り組む
際の重要な国際文書の 1つとなりました。 




































































































































































































































































それは私のレジュメの 1 ページ目の下のほうに報告者の経験した事例として 5 つ挙がって







































それから ILO の条約勧告適用専門家委員会、これは 2003 年から私は現在まで続けておりま
す。そこでは先程ソマリーさんも触れられましたし、木村課長も触れられましたけれども、
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